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安全に関する重要な注意事項 

電気機器を使用する際は、以下を含む、基本的な事前注意事項に必ず従ってください。

このアイコンは、回避しなければ、死亡または重傷事故を引き起こす可能性のある危険な状態を示します。

必ず次の警告事項に従ってください。

本機器に関するすべての警告をよく読み、十分に理解しておいてください。

 組立についての指示をよく読み、十分に理解しておいてください。取扱説明書をよく読み、十分に理解しておいてください。
今後、必要に応じて参照できるよう保管しておいてください。

• 製品の組立中は、第三者やお子様が近づかないようにしてください。
• 組立手順で指示されるまで、電池をセットしないでください。
• 使用前に、必ず、機器の部品に緩みや摩耗がないか点検してください。そのような状態の場合は、機器を使用しないでく
ださい。修理に関する詳細は、お近くの販売店へお問い合わせください。

• 機器の安全な操作に影響を及ぼす可能性がある、または怪我のリスクを高める可能性がある健康状態の方による使用は
意図していません。

• プルケーブルがひとりでに巻き戻らないようにしてください。ハンドルは手で握ったままで、動きを制御してください。 
プルケーブルが自由に巻き戻ると、ローアーエンジンに損傷を与えたり、ユーザーや周囲にいる人が怪我をしたりする恐
れがあります。

• 機器の開口部に物を落としたり、入れたりしないでください。
• 本機器を屋外、水気のある場所、湿気の多い場所で組み立てないでください。
• 人の通る場所や周囲に人のいる場所は避け、必ず適切な作業スペースを確保してから組立を行ってください。
• 機器の部品の一部は、非常に重く、動かしにくい場合があります。そのような部品を含む組立手順は二人で行ってください。
重い部品の持ち上げ、または動かしにくい部品の移動は、単独で行わないでください。

• 本機器は、硬くて平らな面に設置してください。
• 本機器の設計または機能に変更を加えることはできません。変更を加えた場合、本機器の安全性を損なう可能性があり、
保証は無効となります。

• 交換部品が必要な場合は、必ず、Nautilusの純正交換部品およびハードウェアを使用してください。純正交換部品を使用
しない場合、ユーザーに対するリスクが発生し、機器の正常な動作を妨げ、保証が無効となる可能性があります。

• 説明書に従い、機器が完全に組み立てられ、適切な動作が確認されるまで、機器を使用したり、動作させたりしないでく
ださい。

• 本機器を本説明書に記載された使用目的以外に使用しないでください。メーカーが推奨する付属品以外は使用しないでく
ださい。

• 指示された順序で組立を行ってください。不適切な組立は、負傷または不適切な動作を引き起こす可能性があります。
• これらの指示は保管してください。

本機器を使用する前に、必ず次の警告事項に従ってください。

取扱説明書をよく読み、十分に理解しておいてください。今後、必要に応じて参照できるよう保管しておいてください。
 本機器に関するすべての警告をよく読み、十分に理解しておいてください。警告ラベルがはがれかかっている、判読でき
ない、または貼り付けられていない場合は、お近くの販売店へご連絡の上、交換用ラベルを入手してください。

• お子様が本機器に乗ったり、近づかないようにしてください。可動部品および機器の機能によっては、お子様にとって危
険である場合があります。

• 14歳未満のお子様による使用を意図していません。
• エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめま
いを感じる場合は、エクササイズを中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器の
コンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用してください

• 使用前に、必ず、本機器に損傷がないか、部品に緩みや摩耗がないかを確認してください。そのような状態の場合は、
機器を使用しないでください。フットプレート、シートおよびプルケーブルを注意深く点検してください。修理に関する詳
細は、お近くの販売店へお問い合わせください。
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• 最大体重制限 : 136kg (300ポンド )体重制限を超過している場合は使用しないでください。
• 本機器は家庭用です。機器を商業環境または施設環境に設置すること、またはそのような環境で使用することは避けてく
ださい。これらの環境には、ジム、企業、職場、クラブ、フィットネスセンター、および会員、顧客、従業員または関係
者などが使用する機器を所有する公共または民間団体が含まれます。

• ゆったりとした衣服またはアクセサリーは着用しないでください。本機器には可動部品が含まれます。エクササイズ機器
の可動部分に指または異物を入れないでください。

•  本機器を使用する際は、必ず、ゴム底の運動靴を着用してください。裸足または靴下のみを着用して、本機器を使用し
ないでください。

• 本機器の設置および操作は、硬くて平らな面で行ってください。 
• シートが固定されるまで機器から降りないでください。 
• 座る前に、シートが安定していることを確認してください。機器の乗り降りの際はご注意ください。
• 機器の修理点検を行う前に、すべての電源を切ってください。
• 本機器を屋外、湿気の多い場所、水気のある場所で動作させないでください。 
• 機器の両側には、少なくとも 0.6m (24インチ ) のスペースを確保してください。これは、機器へのアクセス、機器周辺
の移動、および緊急時に機器から降りるために推奨される安全な距離です。機器の使用中は、第三者がこのスペースに
入らないようにしてください。

• エクササイズ中は無理をしないようにしてください。本説明書に示された方法で機器を使用してください。
• 取扱説明書で推奨されるすべての定期保守手順を実施してください。
• ハンドルを取り付けた後に、プルケーブルからハンドルを取り外さないでください。
• ローアーのエンジンを分解しないでください。本製品は、お客様による修理を意図していません。修理に関する詳細は、
お近くの販売店へお問い合わせください。

• 機器の開口部に物を落としたり、入れたりしないでください。
• すべての位置調節部品は、適切に調節し、確実に取り付けてください。調節部品がユーザーに当たらないようにしてくだ
さい。

• フットプレートは、清潔で乾燥した状態に保ってください。
• 本機器でエクササイズを行うには、コーディネーションとバランスが必要です。ワークアウト中は速度と抵抗レベルが変化
する可能性があることを予測し、バランスを失い、負傷することを防ぐために十分に注意してください。

• 本機器は、安全の責任者による監視または機器の使用についての指導がない場合は、肉体的、感覚的、または精神的
な能力が低下している方、または知識が不足している方による使用は対象としていません。14 歳未満のお子様が、本機
器に近づかないようご注意ください。 

• 電池を熱源や高温面のそばに置かないでください。
• 新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。古い電池は、取り外し、安全に廃棄してください。
• アルカリ乾電池、マンガン乾電池、充電式電池 (ニッケルカドミウム電池、ニッケル水素電池など ) を混ぜて使用しない
でください。

• 電池のプラス端子とマイナス端子を金属などで直接つながないでください。
• 機器を安全に保管するために、電池を取り外し、ロックピンでレールを固定してください。本機器は、お子様やペットの
手の届かない安全な場所に置いてください。

• お子様が本機器で遊ばないよう、しっかりと管理を行ってください。
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安全のための警告ラベルおよびシリアル番号

製品仕様

シリアル番号
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仕様

組立前に 
機器を設置し、使用する場所を選択します。安全に使用するために、硬
くて平らな面に設置する必要があります。最小 3.5m x 1.8m (138インチ 
x 69インチ ) のワークアウトスペースが必要です。

組立のための基本的な情報
次の基本方法に従って、機器を組み立てます。
• 組立の前に「安全に関する重要な注意事項」をよく読み、十分に理解
してください。

• 各手順に必要な部品を準備します。
• 推奨のレンチを使用し、他に指示がない限り、ボルトとナットは右回り 

(時計方向 ) に回して締め、左回り (反時計方向 ) に回して緩めます。
• 二つの部品を取り付ける場合は、慎重に持ち上げ、ボルト穴をのぞいて、
ボルトを穴に挿入しやすくします。

• 組立には二人必要です。

最大体重制限 :   136kg (300ポンド )

機器重量 :   40.8kg (90ポンド )
寸法 :   226.3cm x 53.5cm x 80.5cm  (89.1インチ x 21.1インチ x 31.7インチ )
機器の総表面積 (フットプリント ):  12,107cm2

寸法 (折りたたみ時 ): 129.5cm x 53.5cm x 144.8cm (51インチ x 21.1インチ x 57インチ )

所要電力 :   単 3形アルカリ乾電池 x 2本 (UN-3)
 動作電圧 :   3VDC

仕様

本製品をごみとして廃棄しないでください。本製品は再資源化されます。本製品を適切に廃棄するために、認可され
た廃棄物処理センター所定の方法に従ってください。

0.6m
24”

0.6m
24”

0.6m
24”

0.6m
24”

3.5m
138”

1.8m
69”
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項目 数量 種類 項目 数量 種類
1 1 メインフレーム 6 1 コンソール
2 1 フロントスタビライザ 7 1 コンソールブラケット
3 1 フットプレート 8 1 ハンドル
4 1 レール組立品 9 2 単 3形アルカリ乾電池 (図示せず )
5 1 シート

部品

1

2

3

4

5

6 7

8
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ツール
同梱         

5mm

項目 数量 種類 項目 数量 種類
A 1 六角穴付きボルト M8 x 57 E 8 スプリングワッシャー M8
B 8 六角穴付きボルト M8 x 20 F 2 ロックナット M8
C 1 平ワッシャー M8 (幅狭 ) G 1 六角ボルト M8 x 90
D 9 平ワッシャー M8 (標準 )

ハードウェア/ツール

#2
13mm
14mm
15mm

A B C D E F G

6mm
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注記 :  組立手順で指示されるまで、プルケーブルの紙筒を取り外さないでください。  
組立手順で指示されるまで、ケーブルのゴムバンドを外さないでください。

1.フロントスタビライザをメインフレームに取り付ける
注 :  ブラケットから梱包材を取り外し、安全に脇に置いておいてください。 

組立

2.フットプレートをメインフレームに取り付ける
注 :  まず、両側面のボルトとワッシャーを取り付けてから、下側のボルトとワッシャーを取り付けると、簡単に取り付けること
ができます。 

3

6mm

X4

B
DE

1

2

6mm

X2
B

E
D
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3.シートをレール組立品にスライドさせ、ブッシュを取り付ける 
注 :  ブッシュおよびハードウェア (*) はあらかじめ取り付けられており、ハードウェアカードには付いていません。レールから
結束バンドを外してください。 

4.レール組立品側のケーブルをフレーム組立品側のケーブルと接続する
注 : レール組立品側のケーブルからゴムバンドを外してください。ケーブルは折り曲げないでください。 

4
5

*

*

6mm

5mm
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5.レール組立品をフレーム組立品に取り付ける
注 :  まず、上側のボルトとワッシャーを取り付けてから、長ボルト (A) をブラケットに通してください。レールのロックピンを
引いてから行うと、簡単に取り付けることができます。

注記 :  ケーブルは折り曲げないでください。

6mm

X2
B

E

A

D

F C

6.コンソールブラケットをコンソールに取り付ける
注 :  あらかじめ取り付けられているハードウェア (*) をコンソールの背面から取り外してから、ケーブルをコンソールブラケット
に通してください。コンソールブラケットの 2箇所のリブ (7a) は、必ず右側にくるようにし、開口部が下向きになるよう
にしてください。

注記 :  ケーブルは折り曲げないでください。

7a

7

6
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7.コンソールをマストに取り付ける
注記 :  ケーブルからゴムバンドを外し、マスト側のケーブルをコンソールのケーブルと接続してください。ケーブルは折り曲

げないでください。コンソールブラケット側面のリブ (7a) の間にある穴にボルトを挿し込んでください。

8.プルケーブルにハンドルを取り付ける
注記 :  ハンドルをプルケーブルのループ (1a) に押し込んでください。プルケーブルから結束バンドと紙筒を取り外してくださ

い。プルケーブルがひとりでに巻き戻らないようにしてください。 

G

D F

81a

1a
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9.コンソールに電池をセットする
注 :  コンソールには単 3形アルカリ乾電池 (UN-3) を使用します。電池は、プラス極 (+)/マイナス極 (-) の表示に従って、 
正しい方向で電池室にセットしてください。 

! 新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。
アルカリ乾電池、マンガン乾電池、充電式電池 (ニッケルカドミウム電池、ニッケル水素電池など ) を混ぜて使用しない
でください。

10.最終点検
機器を点検し、すべてのハードウェアがしっかりと締められていること、部品が適切に組み立てられていることを確認してくだ
さい。
注記 :  円滑な動作のために、レールロックピンを確実に挿し込んでください。レール組立品と本体の接合部にある水平調節

ノブをあまりにも低く調節すると、レールロックピンがかみ合わなくなります。調節ノブを回して高さを上げてください。

本説明書の最初のページに設けられた欄にシリアル番号を記録してください。

取扱説明書に従い、機器が完全に組み立てられ、適切な動作が確認されるまで、機器を使用したり、動作させたりしな
いでください。

+

-

X2

IM

機器を水平に置く
ワークアウトスペースが平らでない場合、機器が水平になるよう調節する必要があります。レール組立品と本体の接合部の下
に水平調節ノブがあります。調節方法は以下のとおりです。
1.  機器をワークアウトスペースに設置します。
2.  レールロックピン (M) がしっかりとかみ合うまで、水平調節ノブ (I) を回して調節します。

不安定になるような高さにノブを調節しないでください。  
怪我または機器の破損につながる可能性があります。

エクササイズを開始する前に、機器が水平かつ安定していることを確認してください。

はじめに
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機器を移動および保管する
機器を使用しない場合は、人の通る場所を避け、適切なスペースに保管してください。スペースを節約するために、レー
ル組立品を折りたたみ、レールロックピンで固定します。

 機器を安全に保管するために、電池を取り外してください。本機器は、お子様やペットの手の届かない安全な場所に
置いてください。 

1.   シートをレールの前方に移動します。 
2.   レールロックピン (M) を引いて
解除し、折りたたみ位置までレー
ル組立品を持ち上げます。レー
ル組立品は、しっかりと握って持
ち上げてください。 

 レール組立品の可動範囲に入
らないようにしてください。

3.   レールロックピンを解除して、
サポートチューブを固定します。
レールロックピンが確実に挿し
込まれていることを確認してくだ
さい。レールロックピンがロック
位置に切り替わると、クリック音 
(カチッという音 ) が聞こえます。しっかりと挿し込まれていない場合、ユーザーがけがをする恐れがあります。 

M

 身体能力および処理能力に応じて、機器の移動は、一人または二人以上で行っていた
だく場合があります。ご自身およびその他第三者の健康状態が良好で、機器を安全に
移動することができることを確認してください。適切な安全対策を行い、適切な持ち上
げ方をしてください。

4.   湾曲したサポートプレート (J) の一方と移動用ハンドル (N) を握ります。機器を移動用
キャスター (L) の方に慎重に傾けます。 

5.  移動用ハンドル (N) を持ったまま、機器を所定の位置まで押して移動します。
注記 :  機器の移動は慎重に行ってください。急激な動きはコンピューターの動作に影響する

可能性があります。
6.  機器は慎重に床に下ろし、高さに関わらず落とさないようにしてください。

N

L

J
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A コンソール G レール組立品 M レールロックピン
B マスト H ローアーエンジン N 移動用ハンドル
C ハンドル I 水平調節ノブ O シート組立品
D プルケーブル J サポートプレート P 電池室
E 抵抗調節ノブ K フロントスタビライザ Q テレメトリー方式心拍数 (HR) 受信機
F フットプレート L 移動用キャスター

各部の名称と機能

M

A

B

C

D

E

F
G

H

I

J

K

L

N

O

P

Q

警告！   機器のコンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用してください表示される心拍数は近似値であり、 
参照値として使用してください。過度のエクササイズは、重傷事故や死亡につながる恐れがあります。めまいを感じた場
合は、ただちにエクササイズを中止してください。
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コンソールの機能
コンソールは、ディスプレイにワークアウトに関する情報を表示します。

キーパッド機能
モードボタン - 機能を選択します。3秒間長押しすると、スキャンモードに切り替わり、TIME (時間 )、CNT (カウント )、DIST  
(距離 )、TOTAL (合計 )、CAL (カロリー )、RPM (毎分回転数 )、PULSE (脈拍 ) 機能が自動的に繰り返されます。各機能
は 6秒間ずつ表示されます。スキャンモードを終了するには、モードボタンを押します。

設定ボタン - 値 (TIME (時間 )、COUNT (カウント )、DISTANCE (距離 )、CALORIES (カロリー )) を設定します。  

リセットボタン - ボタンを押して、TIME (時間 )、COUNT (カウント )、DISTANCE (距離 )、CALORIES (カロリー ) をリセッ
トします。

ボタンを押すと、ビープ音が鳴ります。

プログラムデータのディスプレイ
TIME (時間 )
TIME (時間 ) ディスプレイには、ワークアウトの開始から終了までのローイング時間が表示されます。ワークアウトの時間目
標を設定するには、TIME (時間 ) が表示されるまでモードボタンを押します。設定ボタンを押して、時間目標 (分 ) を設定し
ます。ワークアウト中、ディスプレイには残り時間が表示されます。ゼロになると、コンソールは通知音を発します。 
時間の最大値は 99分 59秒です。

COUNT (CNT) (カウント )
CNT (カウント ) ディスプレイには、ワークアウトの開始から終了までのローイングストローク数が表示されます。ワークアウ
トの目標を設定するには、CNT (カウント) が表示されるまでモードボタンを押します。設定ボタンを押して、ローイングストロー
ク数を 10単位で設定します。ワークアウト中、ディスプレイには残りのストローク数が表示されます。ゼロになると、コンソー
ルは通知音を発します。 
カウントの最大値は 9999です。

DISTANCE (DIST) (距離 )
DIST (距離 ) ディスプレイには、ワークアウトの開始から終了までのローイング距離が表示されます。ワークアウトの距離目
標を設定するには、DIST (距離 ) が表示されるまでモードボタンを押します。設定ボタンを押して、距離を 0.10km単位で設
定します。ワークアウト中、ディスプレイには残りの距離が表示されます。ゼロになると、コンソールは通知音を発します。
距離の最大値は 99.99kmです。

リセット

モード

データのディスプレイ

設定
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TOTAL COUNT (TOTAL) (合計 )
TOTAL (合計 ) ディスプレイには、機器の合計ローイングストローク数が表示されます。カウントの最大値は 9999です。

CALORIES (CAL) (カロリー )
CAL (カロリー ) ディスプレイには、ワークアウトの開始から終了までの推定総カロリーが表示されます。ワークアウトのカロ
リー目標を設定するには、CAL (カロリー ) が表示されるまでモードボタンを押します。設定ボタンを押して、カロリーを設
定します。ワークアウト中、ディスプレイには残りのカロリーが表示されます。ゼロになると、コンソールは通知音を発します。
カロリーの最大値は 999.9Kcalです。

RPM (毎分回転数 )
RPM (毎分回転数 ) ディスプレイには、現在の 1分あたりのローイングストローク数が表示されます。最大値は 999です。

HEART RATE (PULSE) (脈拍 )
PULSE (脈拍 ) のディスプレイには、テレメトリー方式の心拍数センサーからの 1分間あたりの心拍数 (BPM) が表示され
ます。設定ボタンを押して、心拍数を有効にします。心拍信号が検出されない場合、ディスプレイには何も表示されません。
PULSE (脈拍 ) の範囲は 40～ 240BPMです。

 エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめまい
を感じる場合は、エクササイズを中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器のコ
ンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用してくださいコンソールに表示される心拍数は近似値であり、
参照値として使用してください。

心拍数の遠隔モニタリング
心拍数のモニタリングは、エクササイズ強度の管理に最適な手段の一つです。コンソールは、4.5kHz～ 5.5kHzで動作するチェ
ストストラップ型心拍送信機からのテレメトリー心拍信号を読み取ることができます。

注 :  チェストストラップ型心拍計は、暗号化されていない Polar Electroのものか、暗号化されていない POLAR®対応の機種
を使用してください。(POLAR® OwnCode®など、暗号化された POLAR®のチェストストラップ型心拍計は本機器では使
用できません。) 
ペースメーカーまたはその他の埋め込み型電子機器を使用している場合は、ワイヤレスチェストストラップまたはテレメト
リー方式の心拍数モニターを使用する前に、医師にご相談ください。

心拍数の計算
最大心拍数は、通常、幼児期の 220BPM (1分間の拍動の数 ) から、60歳までに約 160BPMまで減少します。心拍数は、 
1年ごとに約 1BPMずつ減少しながら、線形に下降していきます。トレーニングが最大心拍数の減少に影響を与えたことを
示すものは何もありません。同年齢であっても、最大心拍数には個人差があります。年齢による計算式から求める値よりも、
ストレステストによって求める値の方がより正確です。

安静時心拍数は持久力トレーニングの影響を受けます。十分なトレーニングを積んだランナーの安静時心拍数が 40BPM以
下であるのに対し、一般的な成人の安静時心拍数は約 72BPMを示します。

心拍数表は、脂肪の燃焼や心血管系の強化に効果的な心拍ゾーン (HRZ) の推定値です。健康状態は変化するため、個人の
HRZは、示された値よりも高いまたは低い可能性があります。

エクササイズ中に最も効果的に脂肪を燃焼する方法は、ゆっくりしたペースから開始し、心拍数が最大心拍数の 60～ 85%
に達するまで徐々に強度を上げていくことです。心拍数をそのターゲットゾーンで 20分以上維持しながら、そのペースを継
続します。目標心拍数をより長く維持すると、より多くの脂肪が燃焼されます。
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グラフは、一般的に提案される年齢に基づいた目標心拍数を示した簡単なガイドラインです。前述のとおり、最適な目標心
拍数は個人によって高い、または低い可能性があります。個人の目標心拍ゾーンは、医師にご相談ください。

 注 :  すべてのエクササイズおよびフィットネス計画と同様に、エクササイズの時間または強度を上げる場合は、最良の判断
を行ってください。

20-24

脂肪燃焼目標心拍数

心
拍
数
BP
M（
拍
/分
）

年齢
25-29
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30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70+

196 191 186 181 176 171 166 161 156 151 146

167 162 158 154
150

145 141 137 133 128
126

最大心拍数

目標心拍ゾーン（最適な
脂肪燃焼のために
この範囲以内に維持してください）

118 115 112 109 106 103 100 97 94 91 88
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操作

着用するもの
ゴム底の運動靴を着用します。動きやすい、エクササイズに適したウェアが必要です。

エクササイズの頻度
エクササイズプログラムを開始する前に医師にご相談ください。胸に痛みまたは圧迫感がある場合、息切れまたはめまい
を感じる場合は、エクササイズを中止してください。次に機器を使用する前に、医師の診察を受けてください。機器のコ
ンピューターが計算または測定した値は、参照値として使用してください表示される心拍数は近似値であり、参照値として
使用してください。

• 20分ずつ週 3回
• あらかじめワークアウトスケジュールを作成し、それに従うようにします。

ローアーを使用する
正しい足の位置および安定性は、エクササイズの効率性と快適性の最大化を実現します。ローイングストロークは、スタート
ポジションとキャッチ、ドライブおよびリカバリーの 2つを合わせた動きで構成されます。ワークアウトの効果を最大限にし、
怪我の危険性を軽減するために、脚、腕、肩をしっかり動かしましょう。 
1.  ローアーエンジンに向かってシートに座ります。かかとをパッドにつけて、フットプレートに足を乗せ、適切な位置でしっ
かりとストラップで足を固定します。

キャッチ
2.  ローアーエンジンに向かって体を傾け、膝を胸部に近づけながら、ローアーの前方に移動します。
3.  手のひらは下に向けて、両手でハンドルを握ります。腕はまっすぐに伸ばし、頭は上げた姿勢を保ちます。
ドライブ
4.  フットプレートを押し、足をまっすぐ伸ばします。息を吐きながら動作を行います。
5.  脚を伸ばしながら、上体を軽く後ろに反らせます。伸ばし過ぎて痛めないよう注意してください。背中ではなく腕と肩を使っ
て、ハンドルを腹部に向かって引き寄せます。

リカバリー
6.  腕を伸ばし、手のひらと手首で前へ向けて押します。次に、上体を前に振り、キャッチポジションに戻ります。これにより、
前進運動時に手と膝の接触を防ぎます。 

注 :  ローイング動作を通して、体が完全に止まることがないようにしてください。統合的に、流れるように動作を行ってください。
呼吸を止めないようにしてください。自然な呼吸を心掛けてください。無理に呼吸をしないでください。

抵抗調節
抵抗と負荷を調節するには、抵抗調節ノブを回します。腕のすべての筋肉群を鍛えるには、ワークアウトの一部で手のひらを
上に向けてハンドルを握ります。

パワーアップモード
いずれかのボタンを押した場合、またはハンドルを引いた結果、コンソールが RPMセンサーから信号を受信した場合、パワー
アップモードに切り替わります。
注 : 電池残量が 25%以下になると、コンソールディスプレイの明るさが暗くなります。

自動シャットオフ (スリープモード )
コンソールに約 4分間何も入力されない場合は、自動的にシャットオフされます。スリープモード中は LCDディスプレイはオ
フになります。
注 : コンソールにはオン /オフのスイッチはありません。

結果
モードボタンを3秒間長押しすると、スキャンモードに切り替わり、TIME (時間 )、CNT (カウント)、DIST (距離 )、TOTAL (合計 )、
CAL (カロリー )、RPM (毎分回転数 )、PULSE (脈拍 ) 機能が自動的に繰り返されます。各機能は 6秒間ずつ表示されます。 
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修理点検作業を始める前に、すべての保守管理指示書をよくお読みください。状況によっては、必要な作業を行うために補
助者が必要な場合があります。

定期的に機器を点検し、損傷がないか、修理が必要な箇所はないかを確認してください。所有者は定期的に保守管理を
行う責任があります。摩耗や損傷がある部品は、すぐに修理するか、交換してください。機器の保守管理および修理に、メー
カー提供部品以外の部品を使用しないでください。

  警告ラベルがはがれかかっている、判読できない、または貼り付けられていない場合は、お近くの販売店へご連絡の上、
交換用ラベルを入手してください。

 修理点検を行う前に、機器に接続されたすべての電源を切ってください。

毎日 : 使用の前に、必ず、エクササイズ機器の部品に緩み、損傷、破損、または摩耗が
ないかを点検してください。そのような状態の場合は、機器を使用しないでください。
すべての部品は、摩耗または損傷の最初の兆候が見られた時点で修理または交換
してください。ワークアウト後は、必ず、湿った布で機器を拭き、コンソールは湿気
を帯びないようにしてください。
注記 :  必要であれば、刺激の少ない食器用洗剤と柔らかい布でコンソールのクリー

ニングを行ってください。石油系溶剤、自動車用洗浄剤、またはアンモニア
を含む製品は使用しないでください。直射日光または高温の場所でコンソー
ルのお手入れを行わないでください。コンソールが湿気を帯びないようにし
てください。

毎週 : 機器を清掃し、表面のごみ、ほこり、汚れを除去してください。
シートがなめらかに動作することを確認してください。必要であれば、動作しやすく
するために、適量のシリコン潤滑剤を塗布し、薄くコーティングします。 

 シリコン潤滑剤は食用ではありません。お子様の手の届かない場所に保管して
ください。安全な場所に保管してください。

注 : 石油系の製品は使用しないでください。

毎月または 20時間
使用後 : 

フットプレート、シート、プルケーブルを点検してください。すべてのボルトおよびナッ
トが締まっていることを確認してください。必要に応じて締め直してください。 
プルケーブルおよびシートローラーに摩耗がないか点検してください。 

保守管理
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コンソールの電池交換
電池残量が少なくなると、コンソールディスプレイのコントラストが暗くなります。 
電池を交換する際は、プラス極 (+)/マイナス極 (-) の表示に従って、正しい方向で電池室にセットしてください。
 注 :  コンソールには単 3形アルカリ乾電池 (UN-3) を使用します。

! 新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。
 アルカリ乾電池、マンガン乾電池、充電式電池 (ニッケルカドミウム電池、ニッケル水素電池など ) を混ぜて使用しない
でください。

機器を長期間使用しない場合は、腐食損傷を避けるために、必ず電池を取り外してください。

+

-

X2

シートローラーを調節する
機器は水平に設置されているが、シートローラーの回転が不均一な場合は、シート下のシートローラー組立品を点検してくだ
さい。シートローラーを調節するには、調節ナット (O2) を回します。

! ナットが外れる、またはシートローラー組立品が不安定になるような高さに調節しないでください。

O2 (X2)
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保守部品

A コンソール L 保管用サポートチューブ
B コンソールケーブル M レールロックピン
C データケーブル (本体側 ) N フットプレート
D ローアーエンジン O シート組立品
E フロントスタビライザ P シートローラー
F 移動用キャスター Q RPMセンサーマグネット
G プルケーブル R RPMセンサー組立品
H ハンドル S データケーブル (レール側 )
I 抵抗調節ノブ T コンソールブラケット
J 水平調節ノブ U テレメトリー方式心拍数 (HR) 受信機
K レール組立品 V サポートプレート

D

E

N

K

O

A T
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M
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トラブルシューティング

状況 /問題点 点検項目 解決策
コンソールの電源が入らな
い /オンにならない /起動し
ない

電池 電池が正しくセットされているかを確認してください。電池が正し
くセットされている場合は、新しい電池一式と交換してください。

データケーブルの整合性 ケーブルのワイヤーは損傷がない状態でなければなりません。
ケーブルが明らかに折れ曲がっている、または切断されている場
合は交換してください。

データケーブルの接続およ
び向き

ケーブルが適切な向きで、しっかりと接続されていることを確認し
てください。コネクタの小さなラッチは、まっすぐにして、カチッ
と音がするまで差し込んでください。

コンソールディスプレイの 
損傷

コンソールディスプレイに目に見える亀裂、または他の損傷がな
いかを確認してください。損傷がある場合は、コンソールを交換
してください。

上記の方法で問題が解決しない場合は、お近くの販売店へお問い
合わせください。

速度表示が正確でない。 RPMセンサーマグネットの
位置 (シートを取り外してく
ださい )

RPMセンサーマグネットは、シートスライダーのフレームの所定
の位置になければなりません。

速度表示が「0」のまま /一
時停止モードのままになっ
ている

データケーブル データケーブルがコンソール背面と本体組立品に接続されている
かを確認してください。

RPMセンサー RPMセンサーマグネットとRPMセンサーが所定の位置にあるこ
とを確認してください。

カウント /RPMの読み取り
ができない

データケーブルの整合性 ケーブルのワイヤーは損傷がない状態でなければなりません。
ケーブルが切断されている、または折れ曲がっている場合は交換
してください。

データケーブルの接続およ
び向き

ケーブルが適切な向きで、しっかりと接続されていることを確認し
てください。コネクタの小さなラッチは、まっすぐにして、カチッ
と音がするまで差し込んでください。

RPMセンサーマグネットの
位置 (シートを取り外してく
ださい )

RPMセンサーマグネットは、シートスライダーのフレームの所定
の位置になければなりません。 

RPMセンサー組立品 RPMセンサー組立品は、マグネットと平行に並べ、データケーブ
ルに接続されていなければなりません。必要に応じてセンサーの
位置を調節してください。センサーまたは接続ケーブルに損傷が
ある場合は、交換してください。

コンソールディスプレイが 
暗い

電池 電池を交換してください。

ユニットは動作しているが、
テレメトリー方式で測定した
心拍数が表示されない

チェストストラップ (別売 ) POLAR®対応の、暗号化されていないストラップを使用してくだ
さい。ストラップは直接肌に触れるように装着し、接触面はよく湿
らせておいてください。

データケーブルの整合性 ケーブルのワイヤーは損傷がない状態でなければなりません。
ケーブルが明らかに折れ曲がっている、または切断されている場
合は交換してください。

データケーブルの接続およ
び向き

ケーブルが適切な向きで、しっかりと接続されていることを確認し
てください。コネクタの小さなラッチは、まっすぐにして、カチッ
と音がするまで差し込んでください。
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状況 /問題点 点検項目 解決策
テレメトリー方式心拍数受
信機

テレメトリー方式心拍数受信機は、レール組立品の正しい位置に取
り付けられていなければなりません。心拍数受信機に目に見える損
傷がないかを調べてください。損傷がある場合は、心拍数受信機を
交換してください。

チェストストラップの電池 ストラップに交換用の電池がある場合は、新しい電池と交換してく
ださい。

干渉 干渉の原因と考えられるもの (テレビ、電子レンジなど ) から機器
を離してみてください。 

チェストストラップの交換 干渉が排除されても、心拍数が読み取れない場合は、ストラップ
を交換してください。

コンソールの交換 ストラップを交換しても心拍数が読み取れない場合は、コンソー
ルを交換してください。

使用中にコンソールがシャッ
トオフされる (スリープモー
ドに切り替わる )

データケーブルの整合性 ケーブルのワイヤーは損傷がない状態でなければなりません。
ケーブルが切断されている、または折れ曲がっている場合は交換
してください。

データケーブルの接続およ
び向き

ケーブルが適切な向きで、しっかりと接続されていることを確認し
てください。コネクタの小さなラッチは、まっすぐにして、カチッ
と音がするまで差し込んでください。

電池 電池が正しくセットされているかを確認してください。電池が正し
くセットされている場合は、新しい電池一式と交換してください。

RPMセンサーマグネットの
位置 (シートを取り外してく
ださい )

RPMセンサーマグネットは、シートスライダーのフレームの所定
の位置になければなりません。 

RPMセンサー組立品 RPMセンサー組立品は、マグネットと平行に並べ、データケーブ
ルに接続されていなければなりません。必要に応じてセンサーの
位置を調節してください。センサーまたは接続ケーブルに損傷が
ある場合は、交換してください。

さらに詳細な情報が必要な場合は、お近くの販売店へお問い合わ
せください。

ユニットにガタつきがある /
水平にならない

水平調節 水平調節ノブを回して、機器が水平になるように調節してください。

ユニットの下面 床面が平らでない場合は、調節できない可能性があります。機器
を平坦な場所に移動してください。

レールロックピンがかみ合
わない (レールは水平に
なっている )

水平調節ノブ レールロックピンがサポートチューブとかみ合うまで水平調節ノブ
を回してください。

シートローラーの回転が不
均一

シートローラーの調節ハー
ドウェア

シート下にある調節ナットを回して、シートローラーを調節してく
ださい。
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